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背　　景
　生物発光は蛍光のように光を照射することなく得ることができる観察対象に優しい光です。当研究室では自然界の生物
発光システムを改良して、基礎研究さらには産業利用へと応用展開をしています。

概要・特徴
　生物発光の多色化、複数の細胞の発光を同時に観察する
方法、自ら発光する植物など、生物発光の様々な利用法を
開発しました。

技術内容
　生物発光タンパク質に蛍光タンパク質を繋げて発光色を変
化させる方法を発展させることで、20色の生物発光タンパク
質シリーズ「eNLEX」を開発しました[1](図1左)。スマート
フォンなどに使われているカラーカメラを用いることで、ワ
ンショットにより全ての発光色の細胞を同時に撮影すること
に成功しました（図1右)。
　生物発光に不可欠な発光基質の合成経路を生物発光タンパ
ク質と同時に導入することで、自ら発光する(自発光) シス
テムを構築できます。バクテリア由来の自発光システムを基
盤にして、発光色を新たに６色の「NLX」シリーズへと展開し
ました[2](図2左)。この生物発光タンパク質と発光基質の合
成経路を導入することで、自発光植物の開発に成功しました
(図2右)。

社会への影響・期待される効果
　カラーカメラによる細胞観察法は簡便であり低コストで導入が可能なため、生物発光利用の裾野が広がります。
個々の細胞を識別する方法は、細胞運命の追跡や薬剤応答など、細胞の個性の違いを解析する上で有益な解析手段と
なります。
　自発光システムの生体への導入は、外部から人為的にエネルギーを投入する必要なく発光するため、植物による照
明といったエコ社会の実現への貢献が期待されます。
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図１.  20色の生物発光タンパク質シリーズeNLEX。ヒト培養細胞に
それぞれ導入し(左)、混在した状態で同時に撮影した(右)。

図２.  バクテリア由来自発光システム。大腸菌コロニーでの６色の
NLX発光像(左)。タバコ葉での発光像(右)。
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